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８月２日、３日
「第50回ふるさと宮まつり」開催
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のべ57万人が酔いしれた宇都宮の夏！

写真で見る「ふるさと宮まつり」2 特 集 1
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20 ＮＥＸＴ～会社を次世代に～

16 藤富郷のクラウドな話

23 ナンプレで脳トレ
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○エコアクション21自治体イニシアティブプログラム
○高齢者雇用セミナー
○障がい者雇用セミナー
○生成AI活用セミナー
○第2回政府支援策普及説明会
○事業承継セミナー
○商圏レポートサービス「MieNa」

○これで分かる！決算書の読み方
　（ソニー生命保険㈱）
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57万人が酔いしれた

記念すべき第 50 回目のテープカットに臨む佐藤市長（最前列右）、藤井会頭（最前列左か
ら 2 人目）

沿道を埋めた観客の声援とともに、盛大に行われた「宮まつり50周年パレード」

初日のパレードに参加したうつのみや親善大使（左から１人目と３人目）
と（一社）宇都宮観光コンベンション協会の PR 特使

　

本
誌
連
載
で
も
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」
は
昭
和
51
年

（
１
９
７
６
）に
第
１
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
伝
統
と
誇
り
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
時
代
と
と
も
に
姿
を
変
え
、
第
50

回
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
節
目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
お
祭
り

を
支
え
て
き
た
す
べ
て
の
人
への
感
謝
と
、
次
の

50
年
に
向
け
た
夢
や
期
待
が
詰
ま
っ
た
、
す
ば

ら
し
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
２
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ス
タ
ッフ
も

参
加
者
も
観
客
も
笑
顔
で
お
祭
り
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
、
写
真
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

宇都宮の夏！
のべ

８
月
２
日
、３
日「
第
50
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」開
催

「宮まつり 50 周年パレード」
で勇壮な歌や踊りを披露した

「栃木エイサーシンカ琉和」
の皆さん

バンバ広場で２日・３日に行われた「黄ぶな絵付け」は
連日大人気でした

祭りには欠かせないお囃子は正午から午後４時頃まで
バンバ通りで音色を競い合いました

祭り最大の華の
ひとつ、みこし
は両日共に長時
間大活躍！

本誌７月号でご
紹介した蓬莱町
の彫刻屋台は２
日、３日とも練
り歩く

夜の大通り、熱
気を吹き飛ばす
みこしの掛け声

　宇都宮の夏の風物詩といえば「ふるさと宮まつり」。毎年、多くの観客を集め、50万都市にふさわしい規模
と歴史、伝統を誇る催しです。参加者数も年々増え続け、今年は８月２日（土）、３日（日）の２日間で、のべ57
万人が来場。50回目を迎えた市民の「まつり」を満喫しました。今回はその模様を、写真でご紹介します。

特集1 

写真で見る
「ふるさと宮まつり」

楽しかった宮まつりを、

　 写真でふりかえっ てみましょう！
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16時５分	 開会宣言、テープカット
16時10分〜	 宮まつり50周年パレード、和太鼓
17時20分〜	 お囃子、山車・屋台
17時50分〜	 みこし
20時40分〜	 クリーン大作戦
21時終了（交通規制解除）

16時５分	 開会宣言
16時10分〜	 宮っ子パレード
16時35分〜	 梵天、木遣り（はしご乗り）、お囃子、おどり
16時45分〜	 ダンス
17時15分〜	 山車・屋台、みこし
18時45分〜	 宮っこよさこい
20時25分〜	 木遣り（はしご乗り）
20時40分〜	 クリーン大作戦
21時終了（交通規制解除）

２日

3日

バンバ広場で２日目午後に
披露された和太鼓演奏

本誌７月号でも紹介した蓬莱町の彫刻屋台。鶴が羽ばたく躍動感ある華麗な彫刻に
観客から歓声が湧き上がりました

山車復活プロジェクトの成果の一つ
「桃太郎山車」も登場

祭りでは２日間で 40 団体以上のみこしと山車・屋台 3 基が登場。蓬莱町や徳次郎町など歴史ある屋台の
見事な彫刻屋台が観客の目を奪いました

羽黒神社の梵天祭りで用いられる、竹でできた約 15 メートルの
「梵天」を担ぎ練り歩きました

実行委員会の総括責任者、矢古宇弘
明委員長の合図でみこしが一気に会
場へ（２日目）

連日の酷暑もなんのその、担ぎ手たちの掛け声が
会場全体に響き渡りました

小・中・高校生チームによるダンスパフォーマンス

市内の子どもたち約９００人が参加した「宮っ子パレード」

祭り２日目、伝統
の木遣りとはしご
乗りが昼夜２回披
露されました。は
しご乗りは今年が
最後となります

プログラム終了
後、二荒山神社
に返却される本
社みこしを太鼓み
こしが先導します

企業や団体に
よる流しおどり
も人 気 の 催し
です

特集1  写真で見る「ふるさと宮まつり」

第50回
ふるさと宮まつり 
主な催事紹介
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特集1  写真で見る「ふるさと宮まつり」

　

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）の
第
１
回
か
ら

今
年
の
第
50
回
ま
で
、
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ

り
の
歴
史
は
宇
都
宮
の
「
ハレ
の
日
」
の
歴

史
で
し
た
。
宮
ま
つ
り
50
年
の
歴
史
を
、

写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。（
第
50
回
の
写

真
以
外
は
（
特
非
）
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構
宮
発
見
専
門
委
員
会
『
ふ
る

さ
と
宮
ま
つ
り
４０
年
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
）

 「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」

50
回
の
歴
史

［令和7年］

［平成21年］

［平成17年］

［平成23年］

［令和5年］

［昭和51年］

［平成11年］

2025

2011

2009

2005

1999

1976

写真で
ふりかえる

今
年（
第
50
回
）の
夜
景
。
第
１
回
と
は
大
鳥
居
の
形
を
は
じ
め
、
風
景
が
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。
街
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
生
中
継
が
ス
タ
ー
ト

第１回目は宇都宮市制80周年記念の催しとして始まりました

観
客
と
参
加
者
が
道
路
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
躍
動
す
る
み
こ
し

みこしが一気に神社の石段を駆け上がる「返却式」は、第１回目から
現在まで続く、祭りのクライマックスです

コロナ禍を乗り越え、戻ってきた宮まつりのにぎわい

第１回当時、当所の会報『商工うつのみや』に
も記事が掲載されました

第１回の宮まつり、二荒山神社から撮影した夜景。当時は神
社を中心に西武百貨店、上野百貨店（新旧）が建ち並び、その
周辺に商店が軒を連ねていました

写真上／今では見られない会場上空を彩る打ち上げ花火　
写真下／二荒山神社鳥居前を行進するマーチングバンド

2023



全国おもてなしギフト
産直
逸品

宇都宮商工会議所  青年部
人間力向上委員会  委員長  宇賀神　智行

（㈱クラココ 代表取締役）

宇都宮商工会議所  女性部
事業委員長  中村　明美

（㈱N’s Plus）

宇都宮商工会議所   青年部
公式サイト https://www.u-yeg.jp

宇都宮商工会議所   女性部
公式サイト https://www.u-cci.or.jp/business/joseibu/

th40

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部  TEL028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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操
作
性
と
拡
張
性
に
優
れ
た
高
品
質

な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

提
供
し
ま
す
。
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
な

ど
実
績
豊
富
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
、
ス
マ
ホ
対
応
や
わ
か
り
や
す
い
デ

ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
運
用
や
集

客
強
化
も
見
据
え
た
構
成
を
提
案
。限
ら

れ
た
予
算
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
公
開
後
も
安
心
し
て

運
用
で
き
る
体
制
で
、売
上
・
集
客
と
い
っ

た
成
果
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　

バ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ジ
オ

は
、
宇
都
宮
市
に
拠
点
を
置
く
Ｗ
ｅ
ｂ
制

作
会
社
で
す
。少
数
精
鋭
な
ら
で
は
の
柔

軟
な
対
応
力
と
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
・
Ｍ
Ｅ
Ｏ
対
策

に
強
み
を
持
ち
ま
す
。ま
ず
は
必
要
最
低

限
の
構
成
で
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
そ
の
後

の
集
客
戦
略
や
丁
寧
な
運
用
サ
ポ
ー
ト

を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
着

実
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

バリューションウェブスタジオ

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

７月例会「この人のために」を開催！

事業委員会を開催しました！

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
７
月
28
日（
月
）に
７
月
例
会

「
こ
の
人
の
た
め
に 

～
明
日
か
ら
動
け
る
！ 

心

を
動
か
し
、
組
織
を
動
か
す
！ 

未
来
を
創
る

リ
ー
ダ
ー
像
へ
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
、
令
和
３
年
度
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
を
務
め
、
現
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
吉
川
正
明
氏
を
お
迎
え

し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
人
の
た
め
に
ひ
と
肌
脱
ぎ
た
い
」を

テ
ー
マ
に
、
理
念
を
軸
と
し
た
経
営
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
５
つ
の
要
素
な
ど
の
考
え
方
を

お
話
し
い
た
だ
き
、「
小
さ
な
行
動
が
文
化
を

つ
く
る
」と
い
う
視
点
や「
感
謝
を
伝
え
、
自
ら

率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
」な
ど
、

日
々
の
経
営
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
に
直

結
す
る
貴
重
な
内
容
の
講
演
で
し
た
。
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
か
ら
も「
学
び
多
き
例
会
だ
っ
た
」

と
の
声
を
多
数
頂
戴
し
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
び
を
、
メ
ン
バ
ー
企
業
の
発
展
の

一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

女
性
部
で
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
合
同
委
員

会
以
降
、
初
め
て
の
事
業
委
員
会
を
７
月
30
日

（
水
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
業
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
委
員
会
活
動

と
し
て
実
施
す
る「
宮
の
市（
商
業
祭
）」「
う
つ

の
み
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」で
販
売
す
る
商

品
の
内
容
や
、
今
年
度
の
視
察
先
の
検
討
、
街

づ
く
り
勉
強
会
の
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
女

性
部
で
す
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
、
メ
ン
バ
ー
は
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
宮
の
市
で
は
、
毎
年
好
評
の
バ

ザ
ー
を
今
年
も
開
催
予
定
で
す
。
そ
れ
に
加
え

て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
食
品
の

販
売
も
、
毎
回
大
好
評
で
す
。
宮
の
市
で
は
、

ぜ
ひ
女
性
部
の
ブ
ー
ス
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
！

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
た

め
、
準
備
す
る
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
が
、
女
性
部
メ
ン
バ
ー
で
力
を
合
わ
せ
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
宇
都
宮
市
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
緒
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
も
募
集

中
で
す
！ 

興
味
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
、
明
日
の
宇
都

宮
市
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

例会出席者で写真撮影！

リラックスしたムードの中、今年度事業について
熱心に語り合うメンバーたち

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

公式サイト

「
宇
都
宮
の
名
産
品
の
高
級
大
谷
石
で

作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
と
時
計
」

　

ア
ー
ス
プ
リ
ン
ト
は
、
宇
都
宮
市
で
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

の
街 

宇
都
宮
」
の
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
宇
都

宮
市
は
渡
辺
貞
雄
さ
ん
、
外
山
喜
雄
さ
ん
の
出
身
地

で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
街
」
と
し

て
の
名
乗
り
を
挙
げ
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
が
聴
け
る
カ

フ
ェ
や
バ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
る
と
と
も

に
、
高
級
建
材
の
大
谷
石
と
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
コ
ラ
ボ
さ

せ
た
時
計
や
コ
ー
ス
タ
ー
も
商
品
化
し
、
音
楽
好
き

の
方
へ
の
贈
り
物
に
人
気
で
す
。

　

当
社
が
使
用
す
る
大
谷
石
は
、
選
別
・
加
工
方
法

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
美
し
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
し
て
い
ま
す
の
で
質
感
が
違
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
タ
ー
を
敷
い
て
バ
ー
ボ
ン
の
カ
ク
テ
ル
を
召
し
上

が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。音
楽
好
き
の
方
、
お
酒
好
き

の
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

「高級大谷石で作ったコースター」   3,000円（送料無料）

「JAZZ時計」　21,000円（送料無料）

アースプリント
宇都宮市不動前1-3-45スズキビル1-2F

☎０２８-６７８-３４４１
営業時間／午前９時〜午後５時
定休日／土曜日・日曜日・祝日

バリューションウェブスタジオ
宇都宮市平松本町372-2

☎090-5301-7118
https://valution.jp/contact/

会員
情報局

ど
ん
な
企
業
？

ホームページ作成・リニューアル　￥248,000〜
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櫻住建 宇都宮市川田町1227 セカンドフィールド102 070-8320-9893 リフォーム工事一式

㈱鳴門 宇都宮市道場宿町1048-4 028-667-7947 ラーメン

クリエーツ㈱ 宇都宮市元今泉5-1-22 ユニビル2階 028-612-8301 トレーニング施設

EDUVISION 下野市田中683-120 080-2594-7280 コンサルティング・研修・講習

㈱アンナプルナインターナショナル 宇都宮市越戸2-17-18 028-660-1966 インド料理

POLA Junou 宇都宮市雀の宮4-3-4 ヴィラエスポワール本陣104 028-666-7446 化粧品

sankaisei 宇都宮市峰町248-5 090-9784-5768 燻製商品

こころの救急車 宇都宮市屋板町122-17 宇都宮こころの保健室レンタルルーム内17 080-8888-9941 心理カウンセリング

トータルボディサロンkiwami33 宇都宮市御幸本町4733-13 ニューマリッチ平103 050-8884-9037 エステ・脱毛

Café KA NOA 宇都宮市岩曽町1355-95 080-5968-2716 カフェ

Office D.A.Value 宇都宮市宮原4-4-38 080-1298-0539 経営コンサルタント

㈱あさの商店 宇都宮市戸祭元町12-7 028-624-1182 菓子・パン・ジェラート

令和7（2025）年6月1日～令和7（2025）年6月17日加入分（順不同・敬称略）  ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

新
入
会
員
の
紹
介

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

す
べ
て
の
事
業
主
は「
障
害
者
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
き
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
障
が

い
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
雇
用
率
は
、
令
和
８
年
度
に

は
2.7
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
事
業
主
の
範
囲
も
、
従
業
員
数

37
·
5
人
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
障
が
い
者
雇
用
に
関

心
を
も
つ
企
業
を
対
象
に
、
法
改
正

を
含
め
た
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
県
内
唯
一
の
高
等
部

単
独
の
特
別
支
援
学
校「
宇
都
宮
青

葉
高
等
学
園
」の
見
学
を
含
む
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園
」は
、
軽

度
の
知
的
障
害
が
あ
る
生
徒
へ
の
就

業
体
験
等
を
通
し
た
自
立
支
援
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
令
和
８
年
３
月
に

は
第
８
期
生
が
卒
業
予
定
で
す
。

　

障
が
い
者
雇
用
を
考
え
て
い
る
経

営
者
や
人
事
担
当
者
の
方
々
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

11
月
７
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
会
場
】

宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園

（
宇
都
宮
市
京
町
9
-32
）

【
定
員
】  

50
人（
先
着
順
）

【
受
講
料
】  

無
料

【
内
容
】

◎
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園
の
就
労
に

向
け
た
教
育
活
動
報
告
・
見
学

◎
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て

◎
障
が
い
者
雇
用
に
係
る
助
成
金
に

つ
い
て

◎
事
例
発
表

【
申
込
方
法
】

　

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

ま
た
は
、
左
記
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み
。

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

特
別
支
援
学
校「
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園
」の

見
学
会
＆
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

申し込みフォーム

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

近
年
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に

お
い
て
、
労
働
力
人
口
減
少
の
打
開

策
の
一
つ
と
し
て「
シ
ニ
ア
人
材
の

活
躍
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
年
齢
人
材
の
活
躍
を
後
押
し
す
る

「
定
年
延
長
」に
向
け
た
法
令
の
見
直

し
が
進
み
、
本
年
４
月
に
は
65
歳
ま

で
の
雇
用
機
会
の
確
保
が
完
全
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今
後
予
想
さ

れ
る
、「
70
歳
定
年
」へ
の
環
境
整
備

に
む
け
て
、
活
用
で
き
る
助
成
金
や

具
体
的
な
施
策
例
を
交
え
、
栃
木
労

働
局
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
お
よ
び（
一
社
）産
業

雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
ご
担
当
者
か

ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
高
齢
者
を
雇
用
し
、

い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
企
業
か
ら
事
例
発
表

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

高
齢
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る
経
営

者
や
人
事
担
当
者
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
29
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

【
会
場
】

当
所
２
階 

大
会
議
室

オ
ン
ラ
イ
ン

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）

【
定
員
】

・
会
場  

20
人

・
オ
ン
ラ
イ
ン  

30
人

※
先
着
順

【
受
講
料
】無
料

【
内
容
】

◎
高
齢
者
雇
用
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て

◎
シ
ニ
ア
活
用
に
よ
る
人
手
不
足
対

策
と
助
成
金
活
用
に
つ
い
て

◎
キ
ャ
リ
ア
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て

◎
事
例
発
表

【
申
込
方
法
】

　

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

　

ま
た
は
、
左
記
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み
。

高
齢
者
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

シ
ニ
ア
活
用
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
と
助
成
金
の
活
用

～
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
と
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
～

大会議室受講

オンライン受講

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

友
だ
ち
新
規
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中
！

　

当
所
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
達

新
規
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
中

で
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
新

規
で
友
だ
ち
登
録
を
行
い
、
簡
単
な

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
Ａ
ｍ
ａ

ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド（
1
5
0
0

円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

当
所
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
イ
ベ

ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
情
報
な
ど
、
耳

よ
り
情
報
を
随
時
発
信
し
て
い
ま

す
の
で
、
登
録
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
】

９
月
30
日（
火
）ま
で

宇
都
宮
商
工
会
議
所
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公式LINEアカウント

２
号
議
員
選
任
会
議
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た

　

議
員
は
商
工
会
議
所
の
運
営
に
つ

い
て
、
会
員
の
代
表
と
し
て
当
所

の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議

員
総
会
を
構
成
し
ま
す
。
当
所
の

議
員
定
数
は
定
款
で
１
４
０
人（
１

号
議
員
70
人
、
２
号
議
員
49
人
、

３
号
議
員
21
人
）と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
任
期
は
い
ず
れ
も
３
年
間（
本

年
11
月
1
日
か
ら
令
和
10
年
10
月

31
日
ま
で
）で
す
。

　

こ
の
た
び
各
部
会
か
ら
選
出
す

る
２
号
議
員
の
選
任
会
議
を
下
記

の
通
り
開
催
し
ま
す
。

【
１
号
議
員
】

会
員
お
よ
び
会
員
以
外
の
特
定
商

工
業
者
に
よ
っ
て
、
会
員
の
中
か
ら

選
挙
選
任
さ
れ
る
議
員

【
２
号
議
員
】

会
員
の
業
種
ご
と
に
分
類
さ
れ
た

10
部
会
に
お
い
て
、
各
々
の
割
当
数

に
基
づ
き
、
部
会
が
部
会
員
の
中

か
ら
選
任
す
る
議
員

【
３
号
議
員
】

１
号
議
員
お
よ
び
２
号
議
員
の
中
か

ら
選
任
さ
れ
た
選
考
委
員
に
よ
っ
て

会
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
議
員

第
49
期
2
号
議
員
選
任
会
議

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

2号議員選任会議の開催日程（開催日順）

 部会名 日   時 場   所  部会名 日   時 場   所

工業部会

専門工事部会

建設部会

情報・メディア部会

金融・経営支援部会

商業卸部会

交通運輸部会

サービス部会

商業小売部会

環境衛生部会

当所大会議室

当所大会議室

当所大会議室

当所大会議室

当所大会議室

当所常議員会室

当所大会議室

当所大会議室

当所常議員会室

当所大会議室

9月19日（金） 午前10時30分～

9月19日（金） 午後2時～

9月22日（月） 午前10時～

9月25日（木） 午後2時～

9月26日（金） 午後2時～

9月29日（月） 午前10時30分～

9月29日（月） 午前10時30分～

9月30日（火） 午前10時30分～

9月30日（火） 午後1時30分～

9月30日（火） 午後3時～

問合せ

宇
都
宮
市
保
健
福
祉
部
保
健
所

健
康
増
進
課

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
8 健康づくりに

積極的な事業所の
取組事例紹介

　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に
、
積

極
的
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者
を

表
彰
し
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

　

次
の
す
べ
て
に
取
り
組
む
市
内

事
業
者
が
対
象
で
す
。

① 

従
業
員
の
特
定
健
康
診
査
・
が

ん
検
診
な
ど
の
受
診
勧
奨

② 

従
業
員
の
た
ば
こ
対
策

③ 

従
業
員
の
心
の
健
康
づ
く
り

④ 

運
動
、
食
生
活
の
改
善
、
女
性

特
有
の
健
康
課
題
へ
の
取
り
組

み
、
そ
の
他
従
業
員
の
健
康
づ

く
り

※
今
年
度
か
ら
新
た
に「
女
性
特

有
の
健
康
課
題
へ
の
取
り
組
み
」に

つ
い
て
も
応
募
要
件
に
し
て
お
り

ま
す
。

【
申
込
期
限
】

10
月
10
日（
金
）

【
申
込
方
法
】

　

ウ
ェ
ブ
申
請
フ
ォ
ー
ム
に
必
要

事
項
を
入
力

宇
都
宮
市
保
健
福
祉
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
市
健
康
づ
く
り
事
業
者
表
彰
」

の
事
業
者
を
募
集
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マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
法
人
の

役
員
は
除
く

◎ 

当
所
管
内
で
１
年
以
上
営
業
し
て

お
り
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導

を
６
カ
月
以
上
受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1カ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

1.90％
（令和7年8月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

10年以内
（うち据置2年以内）

■
融
資
の
流
れ

■
マ
ル
経
融
資
の
概
要

※お申し込みから融資実行までに1カ月程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

1.90％
（令和7年8月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

10年以内
（うち据置2年以内）

日本政策金融公庫
ホームページ

　給与等支給額の総額が直
近決算期比 2.5％以上増加の
方は２年間利率▲0.5％
　詳細は日本政策金融公庫
ホームページを参照ください。

賃上げ貸付利率特例制度

経
営
支
援
部
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問合せ

　

国
税
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
開
業

か
ら
10
年
間
、
特
に
開
業
後
１
～
３

年
の
企
業
生
存
率
が
低
い
と
い
う
統

計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
開
業
前
に
事
業
計
画
の

作
成
や
知
識
の
習
得
に
よ
る
備
え
が
、

事
業
継
続
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
開
業
前
に
知
っ
て
お

く
べ
き
必
要
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
し
、
実
際
に
事
業
計
画
の
作
成
に

取
り
組
む
、
創
業
ス
ク
ー
ル
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
こ
れ
か
ら
開
業
さ
れ

る
方
だ
け
で
な
く「
事
業
計
画
を
見

直
し
た
い
方
」や「
事
業
承
継
を
予
定

し
て
い
る
方
」「
経
営
の
基
礎
知
識

を
復
習
し
た
い
」と
い
っ
た
方
に
も

対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
専
門
家
の
支
援
を
受

け
て
、
創
業
に
挑
戦
し
た
い
方
、
自

分
の
経
営
計
画
を
見
つ
め
な
お
し
た

い
と
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
開
講
日
】

10
月
16
日（
木
）～
12
月
10
日（
水
）の

期
間
内
に
毎
週
１
回
開
催

（
全
９
日
間
）

【
時
間
】　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

【
会
場
】  

当
所
２
階  

大
会
議
室

【
受
講
料
】  

２
万
円（
消
費
税
込
）

【
定
員
】  

25
人

【
申
込
方
法
】

〈
Ｗ
Ｅ
Ｂ
〉 

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
込
後
、
開
講
ま
で
に
受
講

料
を
振
り
込
み

〈
窓
口
〉 

チ
ラ
シ
兼
受
講
申
込
書（
当
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

当
所
窓
口
で
申
込
後
、
開
講
ま
で
に

受
講
料
を
振
り
込
み

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
申
込
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※ 

本
事
業
は
産
業
競
争
力
強
化
法

に
基
づ
く
宇
都
宮
市
の
特
定
創

業
支
援
事
業
に
該
当
し
て
い
ま

す
。

※ 

4
分
の
3
以
上
の
出
席
の
方（
最

終
日
の
出
席
は
必
須
）に
は
終
了

証
書
を
交
付
し
ま
す
。

創
業
ス
ク
ー
ル

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に
し
よ
う
！

創業スクール

申込ページ

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
の
抽
出
や
具
体
的
な
課

題
の
設
定
課
題
の
解
決
に
向
け
た

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
飲
食
業
・
宿
泊
業
等
専

門
窓
口
の
設
置
や
、
栃
木
県
信
用
保

証
協
会
と
の
連
携
支
援
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

窓口相談

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

ご
相
談

財務上の課題を持つ中小企業

ご相談
金融機関

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

申し込みフォーム

地
域
振
興
部

☎
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8-
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問合せ

　

当
所
で
は
中
小
企
業
等
の
環
境
へ

の
取
り
組
み
推
進
を
支
援
す
る
た
め
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
地
域
事
務
局

と
し
て
、
認
証
取
得
事
業
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
認
証
を
取
得
す
る
た
め

に
必
要
な
準
備
や
取
り
組
み
方
法
を

学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
開
催
日（
全
４
回
）】

◎
令
和
７
年
11
月
17
日（
月
）

◎
令
和
７
年
12
月
15
日（
月
）

◎
令
和
８
年
１
月
15
日（
木
）

◎
令
和
８
年
２
月
16
日（
月
）

【
時
間
】

各
回
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
会
場
】　

当
所 

２
階 

大
会
議
室（
宇
都
宮
市
中

央
３
-１
-４
）

【
内
容
】

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
・
登
録
制

度
の
概
要
、
認
証
取
得
に
必
要
な
取

り
組
み
、
環
境
経
営
レ
ポ
ー
ト
の
作

成
方
法
等
個
別
研
修
を
中
心
に
行
い

ま
す
。

【
受
講
料
】 

無
料

【
定
員
】 

10
社
程
度

【
申
込
期
間
】

９
月
10
日（
月
）～
10
月
31
日（
木
）

【
申
込
方
法
】　

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
左
記
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

■
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
と
は

　

環
境
省
が
策
定
し
た
日
本
独
自
の

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
E
M
S
）で
す
。

　

業
種
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
環
境
負
荷
低
減

の
計
画
を
策
定
・
実
行
し
、
取
り
ま

と
め
た
結
果
と
次
に
向
け
た
改
善
点

を
記
し
た「
環
境
経
営
レ
ポ
ー
ト
」を

作
成
し
ま
す
。

　

作
成
さ
れ
た「
環
境
経
営
レ
ポ
ー

ト
」は
審
査
員
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

も
と
づ
い
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
か
を
審
査
し
、
適
合
と
認
め
ら
れ

た
事
業
所
が
認
証
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
国
の
環
境
認
証
制
度
で
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

自
治
体
イ
ニ
シ
ア
ティ
ブ・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

～
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
取
得
の
た
め
の
勉
強
会
～

問合せ
う
つ
の
み
や
食
育
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局
（
健
康
増
進
課
内
）

☎
0
2
8-

6
2
6-

1
1
2
8 第20回うつのみや

食育フェア

　

食
を
通
し
た
豊
か
な
生
活
が
実

践
で
き
る
よ
う
に
、
食
育
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
19
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】　

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
等

【
内
容
】

◎
体
験
型
ブ
ー
ス
や
地
元
の
食
材

等
を
使
用
し
た
お
い
し
い
食
べ

物
販
売
ブ
ー
ス
な
ど
の
出
店
や
、

参
加
者
全
員
に
賞
品
が
も
ら
え

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◎
産
学
官
で
共
同
開
発
し
た
商
品

の
ご
紹
介
や
榎
本
遼
香
さ
ん

（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場 

水
泳
飛
込
競

技
選
手
）の
食
に
関
す
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト

う
つ
の
み
や
食
育
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
20
回
う
つ
の
み
や
食
育

フ
ェ
ア
」を
開
催
！

応募先・問合せ
（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
内

「
税
の
百
人
一
首
」
実
行
委
員
会

事
務
局

〒
３
２
０
-０
８
５
７

宇
都
宮
市
鶴
田
２
丁
目
21
-14

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
0
4
3

　

宇
都
宮
税
務
署
で
は
、
税
に
関

す
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
自

作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

優
秀
作
品
に
は
賞
を
贈
呈
し
、
作

者
の
氏
名
と
と
も
に
税
の
啓
発
活

動
や
税
知
識
の
普
及
と
向
上
の
た

め
に
活
用
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

宇
都
宮
市
税
制
課
、
上
三
川
町

税
務
課
、
宇
都
宮
税
務
署
に
置
い

て
あ
る
応
募
ハ
ガ
キ
ま
た
は
郵
便

は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

【
応
募
期
限
】

10
月
31
日（
金
）（
必
着
）

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
の
百
人
一
首

作
品
の
募
集
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専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日・要予約）
日　時	 10月14日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約（先着10人）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 11月5日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	  10月17日（金)、 12月19日（金) 午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に（公財）栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■不動産鑑定相談（要予約）
日　時	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物等の価格、
	 地代家賃、有効活用、
	 相続、その他不動産に関わること
相談員	 (公社)栃木県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑定士
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、	 	
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点
（原則毎週火曜日・要予約）
日　時	 9月16日（火）、9月30日（火）、10月7日（火）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-670-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

不動産鑑定相談

東商ビジネススクール研修講座（共催：東京商工会議所）

年間150テーマ、300講座が
オンラインで会員価格｢約50%OFF｣で受講可能

日　時	 10月17日（金）　午前10時～午後４時30分
内　容	 就業規則やビジネスの基本契約、人事管理において重要な総務

の役割について、具体的な事例を紹介しながら解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

総務担当者向け基礎実務講座

日　時	 10月24日（金）　午前10時～午後5時
内　容	 年末調整の実務を実際の書類や演習を交え、全体像と実務上

の留意点を初めての方にも分かりやすく解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 10月31日（金）　午前10時～午後４時30分
内　容	 ビジネスを行っていく上で必要な法律知識を基本から、実例

を交えて解説します。
	 ※本講座はビジネス実務法務検定試験®の対策講座ではありません。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホームページ
　　　　　 （東商ビジネススクール研修講座）の専用申込
　　　　　  フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

年末調整の実務講座

日　時	 10月21日（火）　午前10時～午後４時30分
内　容	 組織やチームにおいて中核となる中堅社員としての自覚を促

し、役割を果たすために必要な７つの仕事力を身につけること
ができます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

ビジネス法務入門講座

■研修内容

※令和７年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（東商ビジネススクール

研修講座）

中堅社員 あなたの役割と仕事はこれだ！

日　時	 10月22日（水）　午前10時～午後４時
内　容	 新任の貿易実務担当者や、これから貿易ビジネスを始める方を

対象に、貿易取引の一連の流れと基礎的な実務知識を解説し
ます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

貿易実務講座〔基礎編〕 講座No.204756

日　時	 10月30日(木)　午後1時～5時
内　容	 メンバーから「率直さ」を引き出しながら、考えて動くチーム

をつくるための手順・コツをケーススタディや個人演習も交え、
実践的にお伝えします。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円

「自ら考え動く」チームづくり講座 講座No.204949

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事

業
は
、
持
続
的
な
経
営
に
向
け
た
経

営
計
画
に
基
づ
く
、
販
路
開
拓
等
の

取
り
組
み
や
、
そ
の
取
り
組
み
と
併

せ
て
行
う
業
務
効
率
化（
生
産
性
向

上
）の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
国
が

補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
3
日（
金
）か
ら
第
18
回〈
一

般
型 

通
常
枠
〉と
第
2
回〈
創
業
型
〉

の
申
請
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
請
を
ご
検
討
さ
れ
る
方
は
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
あ
た
り
、
当
所
が
発
行
す

る「
事
業
支
援
計
画（
様
式
４
）」

が
必
要
と
な
り
ま
す（
発
行
受
付

締
切 

11
月
18
日（
火
））

※
本
補
助
金
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
補
助
金
事

業
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
募

要
領
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
当

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
本
補
助
金
は
審
査
が
あ
り
、
不
採

択
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

販
路
開
拓
を
検
討
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い経

営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

創業型

一般型 通常枠

対象事業者 小規模事業者

広報費、機械装置等費、新商品開発費、借料、委託・外注費等

電子申請システムにより申請（郵送不可）
※ＧビズＩＤプライムのアカウントの取得が必要となります

令和7年11月28日(金) 午後5時

50万円

補助上限額

補助対象
事業

第18回 《一般型 通常枠》 第2回 《創業型》

申請受付締切

補助対象経費

令和7年11月18日(火)
事業支援計画書
（様式４）
発行受付締切

申請方法

小規模事業者で、「特定創業
支援等事業」による支援を
受けた日および開業日（設
立年月日）が公募締切日か
ら起算して過去３カ年の間
であること

次のいずれも満たす事業であること
(1) 策定した「経営計画」に基づいて実施する、販路開拓
等のための取組であること。あるいは、販路開拓等の
取組とあわせて行う業務効率化（生産性向上）のた
めの取り組みであること

(2) 商工会議所の支援を受けながら取り組む事業である
こと

(3) 補助事業実施期間（交付決定予定日（2026年3月頃）
から2027 年2月26日までの期間）内に補助事業が
終了すること

※上記金額に、インボイス特
例対象事業者は 50 万円の上
乗せ、賃金引上げ特例対象
事業者は150万円の上乗せ、
両特例対象事業者は200万
円の上乗せ

200万円
※上記金額に、インボイス特
例対象事業者は50万円の上
乗せ

中
小
企
業
向
け
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標（
Ｓ
Ｂ
Ｔ
）

認
定
支
援
事
業
補
助
金（
申
込
受
付
：
９
月
30
日
ま
で
）

　

宇
都
宮
市
で
は
、
中
小
企
業

向
け
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
取
得
に
係
る

申
請
費
用
や
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
算
定
、
削
減
目
標
の
設

定
な
ど
に
必
要
な
費
用
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
と
は
パ
リ
協
定

が
求
め
る
水
準
と
整
合
し
た
、
５

～
15
年
先
を
目
標
と
し
て
企
業

が
設
定
す
る
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
目
標
の
国
際
的
な
認

証
制
度
で
あ
り
、
自
社
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
見
え
る
化
し
、
削
減

し
て
い
く「
脱
炭
素
経
営
」に
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
や
光
熱
水

費
・
燃
料
費
の
低
減
、
企
業
価

値
の
向
上
に
よ
る
人
材
獲
得
力

の
強
化
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
を

取
得
し
、「
脱
炭
素
経
営
」に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
】

　

事
業
活
動
全
体
に
関
わ
る
従

業
員
数
が
２
５
０
人
未
満
の
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
な
ど

【
要
件
】

　

中
小
企
業
向
け
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定

を
取
得
す
る
こ
と 

な
ど

【
補
助
額
】

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
受
付
期
限
】  

９
月
30
日（
火
）

【
補
助
実
績
】

　

こ
れ
ま
で
の
補
助
事
業
者
及

び
主
な
取
組
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◎
Ｒ
５
・
Ｒ
６
年
度  

計
43
件

【
そ
の
他
】

　

給
電
性
能
を
備
え
た
Ｂ
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ビ

ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
）の
導
入
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る「
中
小
企
業
向
け
脱
炭
素
化

促
進
事
業
補
助
金
」も
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
環
境
創
造

課
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ

宇
都
宮
市
環
境
創
造
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
0
3

制度説明ページ

宇
都
宮
市
環
境
創
造
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

講座No.204920

講座No.204845

講座No.204897

講座No.204971



年
、
新
羅
が
唐
に
百
済
・
高
句
麗
か
ら
侵

攻
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
訴
え
る
と
、
唐

は
高
句
麗
へ
「
百
済
と
共
に
新
羅
侵
攻
を

止
め
な
け
れ
ば
高
句
麗
へ
向
け
て
出
兵
す

る
」
と
停
戦
を
呼
び
か
け
ま
す
が
、
高
句

麗
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
ず
、
さ
ら
に
百
済

も
新
羅
に
侵
攻
し
た
た
め
半
島
は
混
乱
に

陥
り
ま
す
。
現
代
の
ロ
シ
ア
・ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ア
メ
リ
カ
・
E
U
な
ど
の
停
戦
の
た
め
の
会

議
も
同
様
な
状
況
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

そ
の
後
6
4
7
年
、
高
句
麗
は
唐
に
謝

罪
し
停
戦
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
唐
は
新

羅
の
国
王
善そ

ん

徳ど
く

女じ
ょ
う

王お
う

を
廃
位
し
唐
の
王
子

を
国
王
に
迎
え
、
統
治
下
に
入
る
こ
と
を

要
求
し
ま
す
。
新
羅
国
内
で
は
こ
の
要
求

を
受
け
入
れ
る
親
唐
派
と
、
唐
と
の
親
交

は
持
つ
が
あ
く
ま
で
も
自
立
を
目
指
す
自

立
派
の
派
閥
抗
争
の
末
、
自

立
派
が
優
勢
と
な
り
、
新

し
い
王
権
を
担
っ
た
の
が
自

立
派
で
外
交
手
腕
に
長
け

た
金
春
秋
で
し
た
。
彼
は

6
4
8
年
に
使
者
と
し
て

倭
国
へ
来
訪
、『
日
本
書
紀
』

に
は
「
容
姿
が
優
れ
弁
舌
に

長
け
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
金
春
秋
が
と
っ
た

政
策
は
、
唐
の
統
治
下
に
は

入
ら
な
い
が
唐
と
の
関
係
を

深
め
る
た
め
の
も
の
で
、
新

羅
国
内
の
王
族
・
官
僚
に
唐

風
の
衣
冠
着
用
奨
励
、
官
人

は
唐
風
の
衣
冠
着
用
と
共
に

威
儀
を
正
す
た
め
笏し

ゃ
く

を
持
つ

　

半
島
の
歴
史
を
記
載
し
た『
三
国
史
記
』

に
よ
れ
ば
、
西
暦
6
4
2
年
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
百

済
は
義ぎ

慈じ

王お
う

が
前
年
に
即
位
し
、
新
羅
に

強
奪
さ
れ
た
領
土
奪
回
に
向
け
大
規
模
な

反
転
攻
勢
を
行
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
で
後

に
新
羅
王
（
太た

い

宗そ
う

武ぶ

烈れ
つ

王お
う

）
と
な
る
金き

ん

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
うの
家
族
が
殺
害
さ
れ
、
そ
の
時
の
強

い
怨
恨
が
百
済
を
滅
亡
に
追
い
込
み
ま
し

た
。
同
じ
頃
、
高
句
麗
で
も
内
紛
が
起
こ

り
、
国
内
政
権
は
騒
乱
状
態
に
陥
り
民
は

疲
弊
し
ま
し
た
。

　

倭
（
日
本
）
で
は
6
4
5
年
に
乙
巳

の
変
（
大
化
の
改
新
）
に
よ
り
専
制
を
振

る
っ
た
蘇
我
総
本
家
が
滅
亡
し
ま
す
。
ま

た
、
半
島
で
は
こ
の
年
に
唐
が
高
句
麗
侵

攻
を
開
始
し
ま
す
。
2
年
前
の
6
4
3

（
把は

し
ゃ
く笏

）
制
度
を
導
入
、
6
5
0
年
に

は
唐
の
年
号
使
用
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

6
5
1
年
に
賀
正
の
礼
を
採
用
、
6
5
4

年
に
は
唐
の
律
令
を
改
変
し
自
国
の
法
を

定
め
ま
し
た
。
唐
風
化
政
策
を
奨
励
し
て

唐
と
同
様
の
法
や
組
織
、
文
化
を
形
成
し
、

唐
の
信
頼
を
得
る
こ
と
で
新
羅
国
を
守
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
新
羅
は
唐
に
使
者
を

派
遣
し
王
族
の
子
弟
を
留
学
さ
せ
、
唐
と

の
関
係
維
持
を
試
み
ま
し
た
。

　

倭
（
日
本
）
で
も
白は

く

村そ
ん

江こ
う

の
大
敗
に
よ

り
新
た
な
政
治
体
制
の
構
築
が
喫
緊
の
課

題
と
さ
れ
ま
し
た
。
壬
申
の
乱
に
勝
利
し

即
位
し
た
天
武
天
皇
は
、
新
羅
に
倣
っ
て

急
速
な
唐
風
化
を
進
め
ま
す
。
唐
の
皇
帝

に
倣
い
大
王
を「
神
」の
権
威
を
持
っ
た「
天

皇
」と
し
、天
皇
の
下
に
中
央
官
制
の
整
備
、

中
央
集
権
的
制
度
の
確
立
、
中
国
風
都
城

の
建
設
、
律
令
な
ど
の
法
の
整
備
を
進
め
、

国
号
も
「
日
本
」
に
改
め
ま
す
。

　

6
7
9
年
以
降
、
繰
り
返
し
唐
風
化
へ

向
け
た
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
正

月
拝
賀
の
礼
式
、
皇
族
・
官
人
は
旧
来
の

服
装
着
用
を
禁
止
、
男
女
の
髪
型
に
結
髪

の
指
示
（
男
子
の
髻

も
と
ど
り、

女
子
の
垂す

い

髪は
つ

を
禁

止
）、
男
子
の
漆し

っ
し
ゃ紗

冠か
ん

の
着
用
、
宮
廷
に
お

け
る
礼
節
と
し
て
使
用
言
語
の
規
定
、
跪き

礼れ
い

（
跪

ひ
ざ
ま
ずく

礼
）・
匍ほ

ふ
く匐

礼れ
い

（
腹
ば
う
よ
う

な
礼
）
を
禁
止
し
立
礼
を
採
用
、
朝
服
の

色
の
規
定
の
ほ
か
庶
民
の
衣
服
な
ど
が
規

定
さ
れ
ま
し
た
。
新
羅
が
唐
風
を
取
り
入

れ
た
の
と
同
様
、
倭
国
（
日
本
）
も
最
強

の
大
唐
帝
国
に
認
め
て
も
ら
お
う
と
し
た

よ
う
で
す
。

5
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流
れ
星
に
願
い
事
を
唱
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？ 

夜
に
外
を
歩
い
て

い
る
と
、
ご
く
た
ま
に
す
っ
と
星
が
流

れ
、
あ
っ
と
気
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
流

星
群
が
多
く
、
流
れ
星
が
多
く
見
ら

れ
る
季
節
で
す
。
流
星
群
が
現
れ
る

日
に
は
、
１
時
間
に
何
個
も
観
察
で

き
ま
す
の
で
、
の
ん
び
り
夜
空
を
眺

め
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

天
気
の
観
点
か
ら
も
、
夏
か
ら
秋

は
星
空
を
観
察
す
る
の
に
も
っ
て
こ
い

の
季
節
で
す
。
観
察
に
邪
魔
に
な
る

の
が
、
空
一
面
に
広
が
る
層
状
の
雲
で

す
が
、
夏
の
雲
は
も
こ
も
こ
し
た
積

雲
が
多
い
の
で
、
空
全
体
を
雲
が
覆

う
こ
と
が
な
く
、
多
少
雲
が
出
た
と

し
て
も
隙
間
の
方
が
多
く
な
る
た
め
、

星
空
が
見
え
や
す
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
秋
は
す
っ
き
り
と
晴
れ
る

日
が
多
く
、
ち
り
や
ほ
こ
り
も
少
な

い
の
で
、
天
高
い
空
が
広
が
り
ま
す
。

夜
も
気
温
が
高
め
で
冷
え
込
ま
な
い

の
で
、
外
で
も
長
い
時
間
、
夜
空
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
流
れ
星
が
流
れ
て
い
る
間

に
、
３
回
願
い
事
を
唱
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
そ
の
願
い
事
が
か
な
う
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
ね
。
し

か
し
、
実
際
は
流
れ
星
が
流
れ
る
時

間
は
１
秒
く
ら
い
で
す
の
で
、
何
を

言
う
か
考
え
て
い
る
間
に
消
え
て
し

ま
う
も
の
で
す
。
ぱ
っ
と
思
い
付
き
で

言
う
の
も
難
し
い
く
ら
い
で
す
よ
ね
。

　

で
は
、
こ
の
流
れ
星
に
願
い
事
を

唱
え
る
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
が
考
え
る

に
は
、
い
か
に
普
段
か
ら
自
分
の
願
い

を
認
識
し
て
い
る
か
、
瞬
時
に
願
い

事
を
言
え
る
く
ら
い
心
に
刻
ま
れ
て

い
る
か
が
、
試
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
突
然
の
流

れ
星
に
も
３
回
願
い
を
言
え
る
く
ら

い
の
意
識
が
あ
れ
ば
、
行
動
も
伴
い
、

夢
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

先
日「
パ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
」に
つ
い

て
書
か
れ
た
本
を
読
み
ま
し
た
。
自

分
の
情
熱
を
明
確
に
し
て
生
き
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

情
熱
と
は
静
か
な
る
ワ
ク
ワ
ク
。
趣

味
に
没
頭
す
る
な
ど
、
指
示
さ
れ
な

く
て
も
自
然
と
行
動
し
て
し
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
時
は
情
熱
を
感
じ
て
い
ま

す
。
よ
く
、
な
り
た
い
自
分
に
な
る

た
め
の
目
標
を
立
て
ま
す
が
、
た
だ

ゴ
ー
ル
と
い
う
結
果
だ
け
を
考
え
て

い
る
と
、
日
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
の
が
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、

ま
ず
自
分
の
心
に
響
く
こ
と
が
何
で

あ
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
情
熱
を
感

じ
る
か
、
紙
に
書
き
出
し
て
み
て
、

目
標
や
行
動
が
そ
の
情
熱
を
満
た
す

も
の
で
あ
る
か
確
認
し
て
み
る
と
い

い
よ
う
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
が
あ
る
と
、

努
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係
な
く
、

楽
し
み
な
が
ら
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

い
け
る
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
も
し
子
ど
も
に「
流
れ
星
が

願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
の
は
な

ぜ
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、ど
う
し
ま
し
ょ

う
。「
瞬
時
に
お
願
い
で
き
る
く
ら
い

夢
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
。
決
し
て

他
力
本
願
で
は
な
い
の
だ
よ
」と
答
え

て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

第30回

「
流
れ
星
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
」気

象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第30回

640 年代の倭と朝鮮半島（『マンガしもつけの偉人 下毛野古麻呂』掲載図を一部改変）

大唐帝国に認めてもらうには
下野市立しもつけ風土記の丘資料館  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレ
ビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の
鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合
わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

①宮原運動公園 ②河内総合運動公園 ③屋板運動場 ④カンセキスタジアムとちぎ

〈今月号の答え〉 ④ カンセキスタジアムとちぎ
〈解説〉  カンセキスタジアムは、「栃木県総合運動公園」内にあり、収容人員は約2万5000人です。

Ｑ. 第 77 回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」の開会式はどこの会場で行われましたか?

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」



面 積 534.35k㎡

北緯34度48分　東経134度41分

総人口 516,882人
人口密度 967人/k㎡

市　長　清元　秀泰

（2025年8月1日現在）

宇都宮市
Utsunomiya

面 積 416.85k㎡

北緯36度33分　東経139度52分

（2025年8月1日現在）

総人口 511,350人
人口密度 1,226人/k㎡

市　長　佐藤　栄一

Himeji

兵庫県

姫路市
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兵
庫
県
で
神
戸
市
に
次
ぐ
都
市

　

姫
路
市
は
兵
庫
県
の
南
西
部
に
広
が
る
播
磨
平

野
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
中
核
都
市
で
す
。

神
戸
市
ま
で
約
50
キ
ロ
、
岡
山
市
ま
で
約
70
キ
ロ

の
距
離
に
あ
り
、
京
阪
神
、
中
国
、
山
陰
と
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
内

で
は
神
戸
市
に
次
ぐ
規
模
の
都
市
で
す
。

　

気
候
は
瀬
戸
内
海
気
候
に
属
し
て
お
り
、
温

暖
で
年
間
を
通
し
て
降
水
量
が
比
較
的
少
な
く
、

過
ご
し
や
す
い
気
候
で
す
。
雪
が
積
も
る
こ
と
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
姫
路
城
を
中

心
と
す
る
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
古
い
街
並
み
の

面
影
が
残
る
一
方
で
、
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。

姫
路
城
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄

　

大
化
改
新
の
後
に
播
磨
国
の
国
府
が
置
か
れ
、

さ
ら
に
８
世
紀
中
ご
ろ
に
聖
武
天
皇
の
勅
令
で
国

分
寺
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
地
方
は
播
磨

の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
室
町
時
代
は
播
磨
の

豪
族
赤
松
氏
に
よ
っ
て
姫
山
に
砦
が
築
か
れ
、
そ

の
後
、
秀
吉
が
天
守
閣
を
持
つ
姫
路
城
を
築
城
し

ま
し
た
。
次
い
で
池
田
輝
政
が
名
城
・
姫
路
城
を

築
き
上
げ
、
城
下
町
と
し
て
繫
栄
し
ま
し
た
。

　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
、
全
国
30
市
と
と
も

に
わ
が
国
初
の
市
制
が
施
行
さ
れ
、
姫
路
市
と
し

て
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
期
か
ら
大

正
、
昭
和
に
か
け
て
商
業
的
、
工
業
的
に
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
で
２
回
の
空
襲
を

受
け
、
市
街
地
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。

　

戦
後
、
早
期
の
復
興
に
着
手
し
、
大
手
前
通

り
整
備
や
市
街
地
の
改
造
を
実
施
。
高
度
成
長

期
に
は
播
磨
臨
海
工
業
地
域
の
中
心
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
に
中
核
市
へ
移
行
。
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

３
月
27
日
に
は
飾
磨
郡
家
島
町
・
夢
前
町
、
神

崎
郡
香
寺
町
、
宍
粟
郡
安
富
町
を
編
入
併
合
し
、

新
た
な
歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
有
数
の
工
業
地
帯
を
形
成

　

産
業
面
で
は
、播
磨
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
、

臨
海
部
に
立
地
す
る
鉄
鋼
、
化
学
、
電
気
機
械

な
ど
の
重
化
学
工
業
と
活
発
な
商
業
活
動
で
大

き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
有

数
の
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ

を
反
映
し
て
製
造
業
の
占
め
る
割
合

が
、
全
国
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
所
の
業
種
ご
と
の
割
合
は「
卸

売
業
、
小
売
業
」
が
最
も
多
い
24
・

6
％
を
占
め
、
次
い
で
「
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」「
建
設
業
」「
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
と

続
き
、「
製
造
業
」
は
そ
れ
に
続
く

第
5
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

従
業
者
数
の
業
種
ご
と
の
割
合
を
み

る
と
「
製
造
業
」
が
全
体
の
19
・7
％

を
占
め
、
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
平
均
の
15
・2
％
も
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
（
姫
路
市
「
令
和
3

年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
」）。

　

ま
た
、
市
内
に
あ
る
理
工
系
の
大

学
と
の
産
学
官
の
連
携
が
進
ん
で
い
る

こ
と
も
、
工
業
的
な
発
展
を
支
え
て

い
ま
す
。

世
界
遺
産
・
国
宝
の「
姫
路
城
」

　

姫
路
市
の
観
光
名
所
と
い
え
ば
、
な
ん
と
いって

も
姫
路
城
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
慶
長
年
間
に
築

城
さ
れ
、
日
本
で
現
存
す
る
最
大
の
城
郭
建
築
で

す
。
縄
張
り
や
石
垣
、
大
天
守
・
小
天
守
、
櫓
、

門
な
ど
、
日
本
の
城
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
立
式
天
守
と
白
漆
喰
総
塗
籠
の
優
美
な

姿
は
「
白
鷺
城
」
の
別
名
で
知
ら
れ
ま
す
。

　

姫
路
城
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
奈
良
・
法
隆
寺
地
域

の
仏
教
建
造
物
と
と
も
に
、
日
本
で
初
め
て
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は
、
５
年
半
に

わ
た
る
大
天
守
の
保
存
修
理
を
終
え
、
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

姫
路
城
西
御
屋
敷
跡
庭
園
「
好
古
園
」
は
、

姫
路
藩
主
の
居
館
や
武
家
屋
敷
が
あ
っ
た
場
所
に

あ
り
、
趣
の
異
な
る
美
し
い
大
小
９
つ
の
庭
園
群

か
ら
な
る
日
本
庭
園
で
す
。園
内
に
は
茶
室
の「
双

樹
庵
」
や
レ
ス
ト
ラ
ン
「
活
水
軒
」
も
備
わ
って
い

ま
す
。

　

書し
ょ

寫し
ゃ

山ざ
ん

圓え
ん

教ぎ
ょ
う

寺じ

は
、
性

し
ょ
う

空く
う

上し
ょ
う

人に
ん

に
よ
っ
て

９
６
６
年
に
開
か
れ
た
天
台
宗
の
お
寺
で
す
。
西

国
三
十
三
霊
場
の
第
二
十
七
番
札
所
で
西
の
比

叡
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
山
上
・
圓
教
寺
の

お
参
り
に
は
書
写
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
便
利
で
す
。

新
緑
や
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
に
美
し
い
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
酒
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化

　

姫
路
市
で
は
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
、「
姫

路
市
日
本
酒
に
よ
る
地
域
活
性
化
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
酒
に
よ
る
乾
杯
や
日
本

酒
の
普
及
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
酒
を
播
磨
の

優
れ
た
地
域
資
源
と
捉
え
て
、
地
域
観
光
の
促

進
や
広
域
連
携
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
つい
て
、
市
が
事
業
者
や
市
民
と
と
も
に
取
り

組
む
こ
と
を
具
体
的
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

播
磨
広
域
連
携
協
議
会
は
、
播
磨
地
域
に
点

在
し
て
い
る
酒
蔵
を
活
か
し
た
観
光
振
興
「
は

り
ま
酒
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
し
、「
播
磨

は
日
本
酒
の
ふ
る
さ
と
」
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

播摩臨海工業地域は「工場夜景」の名所でもあります　（写真提供）姫路市

白鷺（しらさぎ）のような美しい天守を持つ世界遺産・姫路城

播摩地域はおいしい水と酒米に恵まれ、　良いお酒が造られる環境が揃っています

　国内には宇都宮市をはじめ50万人規模の中核市がいくつかあり
ます。それらの特色を知ることで、宇都宮市の将来を考えるヒントが
見つかるかもしれません。前回の愛媛県松山市に続き、兵庫県姫路
市を紹介します。

世界遺産の姫路城が魅力

特集3  50万人都市 ②

50万人都市姫路市
全国有数の工業地帯
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会社名：有限会社 丸中物流栃木
代表者：米島　英之
所在地：栃木県鹿沼市茂呂 222番地 6
資本金：300万円
業　種：運輸業
従業員：7人

譲渡企業

会社名：株式会社 大善
（100％子会社大徳運送有限会社が譲受）
代表者：矢部　善兵衛
所在地：福島県喜多方市字西町2840-1
資本金：1,000万円
業　種：３ＰＬ事業、倉庫業、運輸業、
 物流コンサルタント業ほか
従業員：470人（2024年 7月時点）

公式
ウェブサイト

問合せ
栃木県事業承継・

引継ぎ支援センター 
宇都宮市中央3-1-4
栃木県産業会館７階  
☎028-612-4338   
https://tochigi-
hikitsugi.go.jp

者
に
紹
介
依
頼
を
行
い
、
今
回
の
譲
受
先
の
親

会
社
で
あ
る
㈱
大
善
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

創
業
３
０
０
年
の

歴
史
を
持
つ
老
舗
企
業

　

大
善
は
1
7
4
0（
元
文
5
）年
に
両
替
商

と
し
て
創
業
さ
れ
、
時
代
の
流
れ
に
伴
い
業
態
転

換
を
図
っ
て
き
た
、
老
舗
の
物
流
企
業
で
す
。
現

在
の
主
業
で
あ
る
物
流
に
関
し
て
は
、
1
9
5
0

（
昭
和
25
）年
に
福
島
県
喜
多
方
市
に
お
い
て
倉

庫
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
お

り
、
現
在
で
は
３
Ｐ
Ｌ
（
3
r
d 

P
a
r
t
y 

L
o
g
i
s
t
i
c
s
）
や
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
、
Ｅ
Ｃ
・
通
販
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
角
的
に
分

野
を
拡
大
し
、「
お
客
様
と
共
に
物
流
を
考
え

る
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
「
報
徳
的
商
店
経

営
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
Ｍ
＆
Ａ
等
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
会

社
全
体
で
補
完
し
合
え
る
体
制
づ
く
り
に
も
積

こ
と
で
、
取
引
先
や
従
業
員
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な

い
と
の
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る

第
三
者
へ
の
譲
渡
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
「
当
社
の
よ
う
な
小
規
模
な
運
送
会
社

が
本
当
に
Ｍ
＆
Ａ
の
対
象
に
な
り
得
る
の
か
」
と
、

疑
問
に
思
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
は
じ
め
は
興
味
本

位
で
金
融
機
関
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

当
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
で
相
談
を
行
っ
た

結
果
、
具
体
的
な
譲
渡
先
を
探
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

県
境
を
越
え
た

広
域
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
譲
受
希
望
登
録
先
と
し
て
複
数

の
物
流
企
業
か
ら
、
譲
渡
希
望
の
運
送
会
社
の
紹

介
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
譲
渡
案
件
に
つ

い
て
も
、
ま
ず
は
当
セ
ン
タ
ー
の
譲
受
希
望
登
録
先

で
あ
る
２
社
へ
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
両
社
と
も
社

長
同
士
の
ト
ッ
プ
面
談
を
行
い
ま
し
た
が
、
譲
渡
価

格
面
等
で
折
り
合
い
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
譲
渡
先
候
補
を
探
索
し
た
の
が
他
県
の

譲
受
希
望
登
録
先
で
す
。
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
各
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
個
別
企

業
名
等
を
伏
せ
た
「
ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報
」
で
は

あ
り
ま
す
が
、
他
都
道
府
県
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
米
島
氏
の
意
向
で
福
島
県
の
情
報
を

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
譲
受
希
望
登
録
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
福
島
県
の
担
当

極
的
で
、
国
内
３
社
、
海
外
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の

事
業
展
開
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
丸
中
物
流
栃
木
の
譲
受
に
つ
い
て
は
、
栃

木
県
に
お
け
る
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
内

企
業
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
判
断
で
決
断
し
た
も
の
で
す
。

福
島
県
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

　

ま
ず
は
福
島
県
セ
ン
タ
ー
か
ら
大
善
に
対
し
て
ノ

ン
ネ
ー
ム
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
同
社
が
提
供

さ
れ
た
ノ
ン
ネ
ー
ム
情
報
に
興
味
を
示
し
た
と
の
こ

と
で
、
福
島
・
栃
木
の
両
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
い
く
つ

か
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
善

か
ら
丸
中
物
流
栃
木
に
対
し『
秘
密
保
持
誓
約
書
』

が
提
出
さ
れ
、
具
体
的
な
企
業
概
要
等
を
開
示
し

ま
し
た
。

　

大
善
で
は
Ｍ
＆
Ａ
を
推
進
し
て
い
た
矢
部
副
社
長

が
中
心
と
な
り
、
丸
中
物
流
栃
木
の
譲
受
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
地
確

認
を
兼
ね
た
米
島
氏
と
の
ト
ッ
プ
面
談
を
福
島
・
栃

木
の
両
セ
ン
タ
ー
担
当
者
の
立
ち
会
い
の
下
で
行
い
、

お
互
い
の
考
え
や
Ｍ
＆
Ａ
の
目
的
等
に
関
す
る
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。
初
回
の
面
談
と
し
て
有
益
な

情
報
交
換
と
な
り
、
双
方
と
も
好
感
触
の
面
談
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

契
約
に
向
け
た
条
件
調
整

　

そ
の
後
、
大
善
か
ら
は
Ｍ
＆
Ａ
の
実
務
担
当
者
が

派
遣
さ
れ
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェン
ス
（
企
業
買
収
等
の

際
に
行
わ
れ
る
調
査
・
分
析
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

丸
中
物
流
栃
木
は
最
近
で
は
米
島
氏
が
ほ
と
ん
ど
一

人
で
全
業
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
過
去
の
帳

簿
類
の
確
認
等
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
何
と

か
リ
ス
ク
の
有
無
や
譲
渡
対
価
等
の
条
件
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
正
式
に
大
善
か
ら
譲
受
に
関

す
る
『
意
向
表
明
』
が
提
出
さ
れ
、
米
島
氏
も
受

諾
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
譲
受
企
業
は
大
善

の
１
０
０
％
子
会
社
で
あ
る
大
徳
運
送
㈲
と
な
り
ま

し
た
。

契
約
締
結
に
向
け
た
悩
み
の
解
決

　

こ
う
し
て
両
者
の
合
意
が
図
ら
れ
、
あ
と
は
契
約

締
結
と
な
り
ま
す
が
、
契
約
日
が
近
く
な
る
に
つ
れ

米
島
氏
は
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会

社
を
第
三
者
に
譲
渡
し
自
身
が
会
社
か
ら
離
れ
る

こ
と
を
、
従
業
員
が
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
が

心
配
だ
っ
た
の
で
す
。
譲
受
す
る
側
と
し
て
も
従
業

員
が
残
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
運
営
の
継
続
が
困
難

N
E

X
T 

〜
会
社
を
次
世
代
に
〜

他
県
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

㈲丸中物流栃木の米島社長（左）と今後の経営を担う相馬新社長（中）、
大徳運送㈲の渡部代表取締役（右）

譲受親会社 ㈱大善

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
従

業
員
に
対
し
て
説
明
し
た
ら
よ
い
か
。
ど
の
よ

う
に
説
明
し
た
ら
納
得
し
て
く
れ
る
か
。
米
島

氏
は
気
が
休
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

幸
い
大
善
は
今
ま
で
に
も
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
譲

受
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
過
去
の
事
例
を
基

に
従
業
員
へ
の
説
明
方
法
等
に
つい
て
米
島
氏
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た 

一
部
の
核
と
な
る
従
業
員
に
対
し
て
は
契
約
日

前
に
、
米
島
氏
と
新
経
営
陣
合
同
で
説
明
を

行
い
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
懸
案
事
項
が
解
決
し
た
こ
と
か
ら
無
事

に
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
が
手
掛
け
る
Ｍ
＆
Ａ
は
セ
ン
タ
ー

の
管
轄
内
で
の
マッ
チ
ン
グ
は
も
と
よ
り
、
他
の

連
携
機
関
を
介
し
て
広
域
で
行
う
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
例
の
よ
う
に
他
の
都

道
府
県
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
成
約
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
栃
木
県
以
外
の
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
も
交
え
て
、
円
滑
な
事
業
承
継
が
行
わ

れ
る
よ
う
両
者
の
橋
渡
し
の
お
手
伝
い
を
無
料

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
第
三
者
へ
の

譲
渡
を
検
討
し
て
い
る
経
営
者
の
皆
さ
ん
も
、

当
セ
ン
タ
ー
の
支
援
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

事
業
承
継
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
相
手
を

地
域
に
限
定
せ
ず
広
域
で
探
す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
は
全
国
の
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
他
の
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
で
Ｍ
＆
Ａ
が

成
立
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
今
回
は
福
島
県
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
成
約
と
な
っ

た
支
援
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
抱
え
て
多
く
の
取
引
先
の
運
送
を

広
域
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

人
数
も
減
ら
し
て
少
数
で
の
堅
実
な
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
社
長
で
あ
っ
た
米
島
英
之
氏
は
平
成
19
年

に
代
表
者
に
就
任
し
、
自
ら
も
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

全
国
を
股
に
か
け
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
行
い
な
が
ら
、

経
営
管
理
、
受
注
管
理
、
運
行
管
理
と
あ
ら
ゆ
る

業
務
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
経
営
者
と
し
て
の
役

割
に
加
え
、
管
理
者
と
し
て
の
役
割
、
現
場
労
働

者
と
し
て
の
役
割
を
担
って
き
た
わ
け
で
す
。

経
営
の
安
定
を
目
指
し

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
承
継
を
検
討

　

米
島
氏
は
ま
だ
52
歳
で
一
般
的
に
は
ま
だ
自
身

で
経
営
を
担
え
る
年
齢
で
す
が
、
近
親
者
の
体
調

不
良
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
今
ま
で
の
働
き

方
が
今
後
も
継
続
で
き
る
の
か
不
安
に
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
運
送
業
界
は
2
0
2
4

年
問
題
に
お
け
る
運
行
管
理
の
厳
格
化
や
、
燃
料

費
高
騰
を
起
因
と
し
た
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
自
分
が
こ
の
ま
ま
経
営
を
継
続
す
る

平
成
元
年
設
立
の
運
送
会
社

　

㈲
丸
中
物
流
栃
木
は
東
京
が
本
社
の
運
送

会
社
の
栃
木
県
に
お
け
る
営
業
拠
点
と
し
て
、

平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
大
手
メ

ー
カ
ー
の
製
品
等
の
運
送
を
手
掛
け
、
36
年
間

経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
時
は
20
人
以
上

譲受企業

◎対象企業の概要

バックナンバーは
こちら
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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黄
ぶ
な
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に

伝
わ
る
郷
土
玩
具
で
、
病
気
平
癒
や

厄
除
け
の
縁
起
物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
天
然
痘
が

流
行
し
た
際
、
黄
色
い
フ
ナ
を
食
べ

て
快
復
し
た
こ
と
か
ら「
黄
ぶ
な
伝

説
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
い
、
毎

年
正
月
に
黄
ぶ
な
を
飾
る
風
習
が
続

い
て
い
ま
す
。
黄
ぶ
な
は
素
朴
な
表

情
と
温
か
み
の
あ
る
手
作
り
の
風
合

い
が
特
徴
で
、
今
で
は
宇
都
宮
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
27
日
は
黄
ぶ
な
の
日
で
す
。

オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
て「
黄
ぶ
な
市
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
宇
都
宮
の
伝
統

文
化
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
日
時
】

9
月
27
日（
土
）

〈
開
会
式 

〉午
前
10
時
30
分
〜

〈
開
催
時
間 

〉午
前
11
時
〜
午
後
3
時

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
曲
師
町

イ
ベ
ン
ト
広
場

　

宮
城
島
で
作
ら
れ
る「
ぬ

ち
ま
ー
す
」は
、
沖
縄
の
方

言
で「
命
」を
意
味
す
る「
ぬ

ち
」
と「
塩
」
を
意
味
す
る

「
ま
ー
す
」を
組
み
合
わ
せ
た

名
前
で
す
。
こ
の
塩
は
、
宮

城
島
の
太
平
洋
側
の
海
水
の

み
を
使
用
し
、
添
加
物
や
輸

入
塩
は
一
切
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。
島
周
辺
の
海
は
、
サ
ン

ゴ
礁
が
広
が
り
、
透
明
度
が

高
く
、
流
れ
の
速
い
水
域
が

特
徴
で
す
。

　

製
造
方
法
は
、
世
界
初
の

「
常
温
瞬
間
空
中
結
晶
製
塩

法
」を
採
用
。
海
水
を
細
か

い
霧
に
し
て
温
風
を
当
て
る

と
、水
分
が
瞬
時
に
蒸
発
し
、

塩
分
と
に
が
り
が
空
中
で
結

晶
化
し
ま
す
。
こ
の
過
程
に

よ
り
、
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
成

分
が
そ
の
ま
ま
結
晶
と
し
て

残
り
、
純
粋
で
美
し
い
塩
が

生
ま
れ
ま
す
。

　
「
ぬ
ち
ま
ー
す
」は
、
沖
縄

の
自
然
の
恵
み
を
そ
の
ま
ま

閉
じ
込
め
た
、
身
体
に
優
し

い
塩
で
す
。

幸運と健康を呼ぶ、 
宇都宮の縁起物「黄ぶな」

ナンプレに挑戦して図書カードをGETしよう！

〒320--0806 
栃木県宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係

先月号の答え : 9

●応募方法
以下の解答フォームを読み取り、メールフォームから解答してくださ
い。ハガキの場合は、住所、氏名明記の上、宇都宮商工会議所「天
地人」担当（下記）までお寄せください。正解者の中から5名様に
500円分の図書カードをさし上げます。締め切り9月30日到着
分まで。
※当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報保護法に基づき、いただいた情報は上記目的以外には使用
しません。

解答フォーム

※最新情報は、主催者にお問い合わせください。

第58回水戸の萩まつり

問合せ／	株式会社ぬちまーす
	 うるま市与那城宮城2768
	 ☎098-983-1111

問合せ／	宇都宮きぶな推進協議会事務局
	 ☎028-622-3394
	 〈定休日〉毎週水曜日

　

偕
楽
園
の
萩
は
、
水
戸

藩
第
９
代
藩
主
徳
川
斉
昭

公（
第
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜

公
の
父
）が
仙
台
藩
か
ら
譲

り
受
け
、
偕
楽
園
創
設
と

と
も
に
園
内
に
植
え
た
も

の
で
、
宮
城
野
萩
を
中
心

に
白
萩
・
山
萩
・
丸
葉
萩

な
ど
、
総
株
数
約
７
５
０

株
が
咲
き
競
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
萩
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
ほ
か
、
10

月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）

に
は
、
サ
ウ
ン
ド
＆
ラ
イ

ト
シ
ョ
ー
「
萩
ト
光
ノ
風

雅
」や
、
ク
ラ
フ
ト
・
体
験

ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
か
ら
な

る「
萩
ま
る
し
ぇ
」な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
秋
風
に
そ
よ
ぐ

萩
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、

秋
の
風
情
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

沖縄の自然の恵みをそのまま閉じ込めた塩
「ぬちまーす」

第58回水戸の萩まつり　

●ルール
空いたマスに1 から9 までの数字を埋めて完成させま
しょう。
◎タテ・ヨコ各9 列と太線で囲んだブロック（3×3 
の 9 マス）の中に同じ数字は使えません。
◎最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えく
ださい。

ナンプレで数字に強くなろう！
集中力を判断力を鍛えるビジネス脳トレ

宇都宮市が初めて国内の都市と
友好都市提携を結んだ
沖縄県うるま市の魅力をお伝えします。

期　間／	9月13日（土）～10月6日(月)
	 〈イベント日〉10月4日（土）・5日（日） ※雨天中止
会　場／偕楽園本園
問合せ／水戸観光コンベンション協会
	 ☎029-224-0441
	 https://mitokoumon.com

公式サイト

応募先

オリオン通りに掲げられた「黄ぶなフラッグ」

う
る
ま
市
の
特
産
品

「
ぬ
ち
ま
ー
す
」

※最新情報は各施設にお問い合わせください。

テーマ展「どーしたもんだろう　とちぎの外来生物」
2026年４月12日（日）まで
 外来生物の中には、人の体や暮らし、地域の自然環境に大きな影響を与え、生
物多様性を脅かすものがあります。この展示では、栃木県の生物多様性を脅かす
外来生物と、その対策について紹介し、より多くの県民に外来生物を知っていただ
きたいと考えています。（同館ホームページ）
一般＝260円／大・高生＝120円／中学生以下無料

企画展「new born  荒井良二展」
9月23日（火・祝）まで
　荒井良二(1956―)は、2005年に日本人として初めてアストリッド・リンドグレー
ン記念文学賞を受賞するなど、国内外で高い評価を受けるアーティストです。彼の
幅広い活動は、絵本だけでなく、絵画、音楽、舞台美術にまでおよびます。本展
では、絵画や絵本原画、イラストレーション、新作のインスタレーションや愛蔵の
小物たちを通して、荒井良二の「いままで」と「これから」をご紹介します。展示空間
の特徴を活かした会場構成は作家自身がおこない、全国を旅する本展覧会は会場
ごとに新たな表情を見せます。（後略）（当館チラシより）
一般＝1,200円／大・高生＝1,000円／中・小生＝800円

企画展「宮城県美術館コレクション　絵本のひみつ展」
2025年10月25日［土］－ 12月21日［日］
　宮城県美術館の絵本原画コレクションは、月刊絵本「こどものとも」の初期作品と、
そこから絵本の世界に羽ばたいていった作家たちの手による原画を核に形成されて
います。「子どもたちに上質な絵本を」という思いのもと、1956年に福音館書店
が創刊した「こどものとも」は、洋画・日本画・漫画・商業デザインなどの分野で活
躍する美術家を起用したことで知られ、美術家たちは新たな舞台で、思い思いの
発想で絵を描きました。（中略）本展では、「ぐりとぐらのえんそく」をはじめとする
宮城県美術館所蔵の絵本原画約180点を展示します。原画一点一点に向き合うか
らこそ味わえる、描き手のタッチや画
材の質感にも注目し、「絵本のひみつ」
を探ります。（同館ホームページより）
一般＝1,250円／大高生＝600円
中学生以下無料

栃木県立博物館　☎028-634-1311� 栃木県立美術館　☎028-621-3566

宇都宮美術館　☎028-643-0100�

　

前
橋
三
大
ま
つ
り
の
一

つ
で
あ
る
前
橋
ま
つ
り

は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和

23
年
に
復
興
祭
と
し
て
始

ま
り
、
77
回
目
を
迎
え
ま

す
。
本
年
も
、
歴
史
と
伝

統
あ
る
祇
園
山
車
や
神

興
、だ
ん
べ
え
踊
り
な
ど
、

市
民
総
参
加
の
盛
大
な
お

祭
り
の
ほ
か
、
2
日
目
に

は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
Ⓡ

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

レ
ー
ド
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
公
式

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「第77回前橋まつり」の開催について

日　時／ 10月11日（土）・12日（日） 午前10時〜午後９時
場　所／ 中心市街地を主に市内一円
行事内容／	大人みこし、祇園山車と子どもみこし、だんべえ踊り、鼓笛吹奏楽、

（予定）	 和太鼓、八木節、民謡踊り、マンドリン演奏 他
問合せ／前橋まつり実施委員会（前橋商工会議所産業政策部内）　
	 ☎027-234-5109
	 https://maebashi-festival.jp

前橋まつり公式
ホームページ

水戸の萩まつり
特設ページ

本年も歴史と伝統ある祇園山車や神輿など、
市民総参加の盛大なお祭りを予定

山脇百合子《ぐりとぐらのえんそく》
8-9頁原画／1979年／宮城県美術館蔵

山本忠敬《しょうぼうじどうしゃじぷた》
18-19頁原画／1963年／宮城県美術館蔵

ライトアップされた幻想的な偕楽園

第77回前橋まつり
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アクサ生命保険株式会社　宇都宮支社　宇都宮営業所　
〒���-����　栃木県宇都宮市中央�-�-�　栃木県産業会館�F　 TEL ���-���-���� 


